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ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
の

で
近
郷
の
石
工
に
製
作
依
頼
を
し

た
こ
と
が
分
か
る
。
石
工
と
い
う

生
業
は
石
材
の
切
り
出
し
や
加
工
、

組
み
立
て
、
石
垣
を
造
営
し
た
り

す
る
、
謂
わ
ば
石
の
細
工
人
で
あ

る
。
石
屋
、
石
大
工
、
石
切
と
も

い
う
。
寺
社
仏
閣
の
水
盤
（
手
水

鉢
）
や
石
灯
籠
、
獅
子
像
な
ど
に

「
石
工
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
こ
熊
野
神
社
の
水
盤
の
サ
イ

ズ
は
縦
が
三
十
三
㎝
、
横
底

部
が
八
十
二
㎝
、
横
上
部
は

八
十
九
・
五
㎝
、
上
幅
は
四
十
㎝

と
な
っ
て
い
る
。
材
質
は
花
崗
岩

で
出
来
て
お
り
、
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
水
盤
仕
様
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
手
水
舎
と
は
参
詣
者
が
お

参
り
す
る
前
に
手
を
水
で
清
め
口

を
漱
ぐ
た
め
に
水
を
溜
め
て
お
く

水
盤
の
あ
る
建
物
の
こ
と
で
あ
る
。

水
屋
、
手
水
屋
と
も
言
う
。

　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

�

片
岡　

栄

弉ざ

那な

美み
の

神か
み

と
も
言
わ
れ
、
こ
の
三

神
を
称
し
て
熊く

ま

野の

三さ
ん

所し
ょ

権ご
ん

現げ
ん

と
し

て
い
る
。

　

家
津
美
御
子
神
（
大
神
）
は
、

八や

咫た

烏が
ら
すを

眷け
ん

属ぞ
く

と
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
市
内
に
あ
る
熊
野

神
社
の
熊
野
大
神
は
、
紀
伊
山
地

熊
野
の
鎮
座
。
地
名
に
大
神
が
付

記
さ
れ
、
熊
野
大
神
と
し
て
い
る
。

実
の
神
様
は
、
櫛く

し

御み

気け
ぬ

野の

命み
こ
とま
た

別
名
素
戔
鳴
尊
で
あ
る
。

　

こ
こ
御
蔵
芝
の
神
は
、
最
初
に

婚
姻
し
た
男
女
神
の
伊い

ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
命
と

伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冉
命
の
二
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
二
神
は
天
神
七
代
末
に
生
ま

れ
た
夫
婦
神
で
、
国
土
及
び
万
物

の
創
造
の
神
で
日
本
の
島
々
と
多
く

の
神
々
を
生
ん
だ
神
で
あ
る
。

　

拝
殿
に
到
る
手
前
右
側
に
手
水

舎（
て
み
ず
や
・
ち
ょ
う
ず
や
）が

あ
る
。
こ
の
手
水
舎
に
あ
る
水
盤

（
水
を
蓄
え
る
槽
）は
、
天
保
十
年

（
一
八
三
九
）己
亥
九
月
吉
日
と
日

付
が
刻
ま
れ
て
い
る
。水
盤
は
、若

者
中
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
の
構

成
員
で
若
者
組
と
呼
ば
れ
る
青
年

た
ち
に
よ
って
寄
進
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
を
制
作
し
た
石
工
は

大
沼
田
村
の
七
郎
右
衛
門
で
あ
る
。

　

大
沼
田
村
（
現
東
金
市
）
は
、

東
に
九
十
九
里
町
、
南
は
大
網
白

里
市
に
接
し
、
こ
の
神
社
か
ら
さ

　

熊
野
神
社
に
ま
つ
わ
る
熊
野
の

地
名
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
、「
日

本
の
神
様
読
み
解
き
事
典
」
に
は
、

「
熊
野
の
名
は
ク
マ
ク
マ
シ（
隈
々

し
と
い
う
形
容
詞
。
樹
木
が
繁
茂

し
て
い
る
様
や
、
ひ
ど
く
薄
暗
い

と
い
う
意
味
を
さ
す
言
葉
で
あ

る
）
の
ク
マ
に
由
来
し
た
地
名
で

あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

熊
野
神
社
は
、
熊
野
三
山
と
言

わ
れ
る
も
の
が
全
国
の
熊
野
神
社

の
総
本
社
で
あ
る
。
三
山
は
そ
れ

ぞ
れ
熊く

ま

野の

本ほ
ん

宮ぐ
う

大た
い

社し
ゃ

（
和
歌
山
県

田
辺
市
本
宮
町
）、
熊く

ま

野の

速は
や

玉た
ま

大た
い

社し
ゃ

（
和
歌
山
県
新
宮
市
）、
熊く
ま

野の

那な

智ち

大た
い

社し
ゃ

（
和
歌
山
県
那
智
勝
浦

町
）
か
ら
な
る
。

　

熊
野
三
山
の
主
祭
神
は
三さ

ん

所し
ょ

権

現
や
熊
野
権
現
と
も
言
わ
れ
、
本

宮
、
新
宮
、
那
智
の
三
社
に
祀
ら

れ
て
い
る
神
々
を
い
う
。
具
体
的

に
は
本
宮
の
主
祭
神
が
素す

戔さ
の

鳴お

尊の
み
こ
との

別
名
で
あ
る
家け

津つ

美み

御み

子こ

神の
か
み（
熊く
ま

野の

坐い
ま
す

大お
お

神か
み

）、
新
宮
の
熊

野
速
玉
大
社
は
熊く

ま

野の

速は
や

玉た
ま

男お
の

神か
み

（
速
玉
神
）、
熊
野
那
智
大
社
は
熊く
ま

野の

牟む

須す

美み
の

神か
み

（
夫ふ

須す

美み
の

神か
み

）
で
伊い

▲御蔵芝　熊野神社の手水舎
正面中央に八咫烏が刻まれて
いる


